
 

 

地域子ども・子育て活動支援助成事業 実施報告書（別紙２） 

 

 

団体名 
特定非営利活動法人 キーパーソン２１ 

 

 

取組の名称 
武蔵小杉「わくわく」学習室 

実施場所 
川崎市中原区新丸子東 2-907ハイツ武蔵小杉 704 

対象地域 
川崎市全域 

主として中原区 

対象地域の 

特色・課題 

 

１．困窮度の高い家庭の子ども 

２．家庭の事情等で登校拒否子ども 

３．障害等の事情で学齢期に学校に行けなかった子ども 

取組の趣旨・目的 

 

・川崎市在住の生活保護受給家庭で育つ中高生に加え、生

活困窮家庭で育つ子どもたちを対象にしている。 

・不登校の子どもも別クラスで行っている。 

・川崎市、及び中原区保護課と連携して取り組んでいる。 

 

実施内容・実施ス

ケジュール 

 

学習教育：週 1回 不得意科目克服、学校での成績アップ 

    ・開講 18：30～20：30 年間 47回 

不登校者対応教室：不登校のこどもの事情に合わせ 

面談及び zoom によるマンツーマン教育を実施  

年間 165回 うち参加 77回 

 

参加者の年代 
小 6～中 3及び 

高校生 

定員 

（１回あたり） 

通常学習 5人 

不登校対応 1人 



実施頻度 

学習教室：週一回 

不登校対応学習：    

8～15回／月 

活動日数 

（年間） 

学習教室：47日 

不登校者学習： 

165回 

スタッフ体制 

 

学習：専任教師 1名  

不登校：専任教師 １名 

連携する団体・ 

連携の手法 

 

・ロータリークラブ 寄付（令和 4年度は 10万円） 

・ライオンズクラブ 寄付（令和 4年度は 0円） 

・夢工房 寄付（令和 4年度は 0円） 

取組実施により 

見込まれた効果 

 

・コロナ感染対策として：換気及び消毒の励行、過密を防

ぐため、遮蔽板の使用、椅子の配置を配慮した。 

学習教室 

・中 3生 2名は第一志望校に進学しました 

  高校進学後も教室に通いたいとの意向 

・高 3生は大学に合格進学しました 

・中学生、高校生の居場所としての役割をになっている。

不登校者対応教育 

・１名が令和 5年度より学校へ復帰の予定 

・昼夜逆転している子どもは学習日当日ドタキャンが多く

学習が進まない。本人の得意科目、興味のある事を優先

して進めている。 

 

 


